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友だちとの関係が気になって母に相談した

ことがあった。「その子には、良いところも悪い

ところもあるけれど、人それぞれ違う、あなた

にも良いところ、悪いところがあるでしょ。だか

ら、個性だと思ってあまり気にしない、気にしな

い！十人十色だね！」この言葉で私は救われ

た。お母さん、ありがとう。 

 

学校帰りの途中、地域の方が話しかけて

きた。その方は、小学校の時の安全サポー

ターの方だった。「大きくなったね。」と言わ

れ、その言葉は久しぶりに会ったこともあ

り、嬉しくなった。会話は終わり、歩き始め

ると、僕は「もっと成長するぞ！」という気持

ちになった。 

「あったかい言葉かけ県民運動」に西濃管内から

応募いただいた作品より紹介させていただきます。 

私は中学校生になってから「登校ゴミ拾い」を

するようになりました。私の登下校する通学路に

は、「ビン・ペットボトル」などがよく落ちていて、き

れいにしたいなと入学したときから思っていたの

で「登校ゴミ拾い」を始めました。でも、毎週ゴミ拾

いをしていても、ゴミは全く減りませんでした。少

し落ち込んでいたのですが、ある週、ゴミ拾いをし

ていたら、地域の方が「ご苦労様」と声をかけてく

れました。私のやっているこの活動への思いは、

ゴミを捨ててしまう人の心には届かなかったけ

ど、地域の方の心には届いたんだと感じ、心があ

たたかくなりました。これからは、「ゴミを捨てる

人」のゴミ拾いをするのではなく、「地域」のため

にゴミ拾いをしていこうと思いました。 

 

息子は障がいがある為、就学先などたくさん

のことを悩まなくてはいけません。息子にとって

豊かな人生を送ってほしいと願っています。息

子のことで悩んでいる際に、友人から「息子のい

い所をいっぱい見つけてくれる、そんな人達に

出会えるといいね！息子と共に親も成長してい

くね！やるっきゃないね！」と励まされ、心が満

たされました。親子共々、たくさんの人に支えら

れているんだなと感じました。（保護者） 

 

 

これは、今年の夏にあった心が温まるお話

です。その日、私は趣味で山登りをしていまし

た。暑くて苦しい中、やっとの思いで頂上にた

どり着きました。展望台で景色を見ようとしたと

き、なんと展望台の前にはたくさんのたばこの

吸いがらがありました。私は、この状態で見て

も気持ちよくないと思い、一人でその吸いがら

をひろっていきました。そしたら、他の登山者も

来て手伝ってくれました。一人だけじゃない。二

人や三人も手伝ってくれました。そしたら、そ

のうちの一人が「ありがとう」と言ってくれまし

た。それを聞いて心が温かかった。 


